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『こわかった大雨の日』 
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 七月二十一日、ぼくがすんでいるほうふ市に大雨がふりました。 
 少しして、テレビにほうふ市がうつって、土や木や石で道がふさがっていたり、家がうまっていると

ころを見ました。その時、はじめて「土しゃ」と「土石りゅう」という言ばをしりました。 
 家の外を見ると、道が川になっていて、近くの川はまっ茶色で木もながれていて、どこまでが川なの

か、どこが田んぼなのかわからないくらい水がふえていました。 
 おばあちゃんの家からぼくの家まで、おじいちゃんが車でおくってくれたけれど、川のような道を通

ったので、すごくこわかったです。 
 それから、家のまえの道をきんきゅう車りょうがいっぱい通っていきました。空にはヘリコプターも

とんでいました。ぼくは、はじめはきんきゅう車りょうがいっぱい見られてうれしかったけれど、山を

見たら木がなくなって、茶色い道のようになったところがいっぱいあったので、びっくりしました。土

しゃがながれたあとだと、おじいちゃんが教えてくれました。土しゃにうまって逃げられない人もいる

と聞いて、うれしかった気もちがこわい気もちにかわりました。土しゃくずれがあった山の近くにすむ

友だちは大じょうぶかと心ぱいになりました。 
 ぼくは、山がくずれることをはじめて知りました。ぼくは、雨がふっている時や雨がやんだ後は、大

きい石がいっぱいあるところや、川の近くには行かないようにしようと思いました。それから、大人の

人の話をよく聞いて、行動しようと思いました。 
 雨はふらないと困るから、大人の人は、どうしたら山がくずれないか考えたり、あぶない時は早く教

えほしいです。 
 


